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1 はじめに
日常生活におけるコンピュータ利用として，食卓

におけるコンピュータ利用が多数提案されてきた．
例えば，鳴海ら [1]は HMD（Head Mount Dis-

play）を装着したユーザが手にした食品の見た目
の大きさを変化させることで，食品を摂取した際
の満腹感が変わることを検証している．
また，門村ら [2]は子供の食生活を改善するこ

とを目的として，センサ内蔵フォークとスマート
フォンアプリケーションを開発した．
森ら [3]は料理を美味しく見せることなどを目

的に，食卓にプロジェクションを行う，いろどり
んを開発した．
しかしながら、このような機器が実際の食卓の

場で受け入れられるためには、食事の場にふさわ
しいユーザインタフェースを持つことが重要であ
る．そこで筆者らは，食事中でも違和感無く操作
可能な入力デバイスとして調味料容器に着目した．
本研究では，食卓上で使用する一般的な容器を

模したデバイスと，これを用いた例として，食卓
上で料理に色を投影するアプリケーションを開発
したので報告する．

2 システム概要
筆者らは，食卓上部に設置されたプロジェクタ

から料理に色を投影することで，食事に仮想的な
色をつけて彩るシステムを開発している．ユーザ
の思いのままに料理やテーブルに色を添えること
で，食事が楽しくなり，食事に集中できない幼児
などにも効果があると考えている．このシステム
のために，食卓にふさわしいユーザインタフェー
スを設計しようと考えた．
本システムの構成図を図 1に示す．食卓の上部

にプロジェクタ，赤外線カメラを設置し，パーソ
ナルコンピュータ（PC）と接続した. 赤外線カメ
ラは，通常の USB接続 webカメラを分解し，赤
外線遮断フィルタをり取り外し，可視光遮断フィ
ルタ（赤外線透過フィルタ）を取り付けたもので
ある．PCには openFrameworksとOpenCVライブ
ラリを導入し，C++言語によりシステムを開発し
た．プロジェクタからは，ユーザが指定した部分
に色を投影する．
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図 1: システム構成図

図 2: 実験住宅に設置したシステム

このシステムのために，後述する調味料容器型
インタフェースデバイスを開発した．食卓に座っ
たユーザは，調味料容器型デバイスを操作して料
理やテーブルの上に色をつけたり，文字や絵を描
くことができる．
このシステムは，本学キャンパス内にある実験

住宅「Ocha House」のダイニングルームに設置し
た．Ocha Houseは，家庭におけるユビキタスコン
ピューティング研究のために建設された実験住宅
である．システムの外観を図 2に示す．

3 色の調味料容器
プロジェクションにより食卓に色を加えるシス

テムに対して，食卓の場にふさわしい形とメタファ
を備えたユーザインタフェースデバイスとして，調
味料容器型デバイスを開発した．これを色の調味
料容器と名付けた．
これらのデバイスは，調味料容器特有の操作方

法により動作し，「色の調味料」を加える対象物に
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表 1: 　 3種の調味料容器デバイス
胡椒瓶 チューブ 醤油瓶

動作 振る 握る 傾ける
センサ 加速度 1 気圧 2 加速度 3

投影形状 粒状固体 高粘性線 低粘性液体

図 3: 調味料容器型デバイス

色をつけることができる．これによりユーザは，調
味料容器のメタファから得られる手がかりを利用
し，わかりやすく直感的な操作を行うことができ
ると考えた．
調味料容器デバイスとして，表 1に示す胡椒瓶

型，マヨネーズチューブ型，醤油瓶型の 3種類のデ
バイスを実装した．デバイスの写真を図 3に示す．
胡椒瓶型デバイスは，胡椒や塩が入った調味料

瓶を摸したデバイスで，上下に振る動作により，容
器口の下に粒子が散布したようなパターンの色を
加えることができる．
チューブ型デバイスは，マヨネーズやソースが

入った調味料チューブを模したデバイスで，手で
握る動作により，容器口の先の位置に，粘性のあ
る液体による紐のような線を描くことができる．
醤油瓶型デバイスは，醤油や酢が入った調味料

瓶を摸したデバイスで，傾ける動作により，容器
口の下に低粘性の液体を垂らしたような形状の色
を加えることができる．
それぞれの調味料容器型デバイスには，各種セン

サ，無線モジュール（Bluetooth Mate Gold），ロー
タリーエンコーダ，バッテリ，赤外線 LEDが内蔵
されている．センサから検出された値は，無線モ
ジュールを使って前述の PCに送信される．

PCでは，取得したセンサ値が閾値以上であった
場合にデバイスが動作していると判断し，動作し
ている場合はデバイスの先端の位置にプロジェク
タから色を投影する．センサ閾値は筆者が実験を
行い，適切な値を設定した．

1Kionix社 KR94-2050モジュール
2Freescale Semiconductor社MPL116A2
3Kionix社 ADXL-335モジュール

図 4: 本システムを投影した例

色を投影する場所の特定には，調味料デバイス
に取り付けられた赤外線 LEDの光を利用する．こ
の輝点を赤外線カメラで取得し，撮影した画像の
輝度値が適切な閾値以上である場合，LEDの場所
と判断し，デバイスの座標として PCに値を送信
する．
それぞれの調味料容器型デバイスのロータリー

エンコーダに取り付けられたダイアルをユーザが
回すことで，使用する色を変更することができる．
食卓の左下部にはカラーパレットが表示され，現
在使用しているデバイスの名前と，投影されてい
る色を知ることができる．本システムの投影例を
図 4に示す．
以上の仕組みにより，ユーザはこれらの調味料

容器デバイスを用いて料理に味をつけるように，振
る・握る・傾けるという動作をすることで色をつ
けることができる．

4 まとめと今後の展望
料理に仮想的に色をつけるシステムを実装し，食

卓で使うのにふさわしいユーザインタフェースデ
バイスとして，色の調味料容器と名付けた 3種類
の調味料容器型デバイスを実装した．本デバイス
を使用して筆者が動作確認をしたところ，料理に
対してそれぞれのデバイス特有の色を加えること
ができた．
今後，実際の食卓の場で評価実験を行い，有用

性を確認するとともに，改良を加えていきたい．ま
た，食事に集中できない傾向のある幼児に使って
もらい，食行動改善の効果を確認したい．
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